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肝外側区域切除,左横隔膜部分切除,胃部分切除,

傍大動脈 リンパ節切除を施行した 術後の病理診

断にて,Di血selargeBcelltypeの悪性 リンパ腫

と診断された.術後化学療法を行なう予定である.

15 十二指腸乳頭部癌にて膝頭十二指腸切除7年

単複に発見された胆管空腸吻合部腰痛の l例
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症例は70代,女性.

【現病歴】2000/10月,前医にて十二指腸乳頭部

癌に対 してPD-mA施行.2008/2月に肝機能障

害を指摘,GIFにて胆管空腸吻合部に乳頭状腫壕,

CTにて肝門部胆管内に増殖する病変あり手術目

的に当科紹介.

【画像所見】dynamicCT,血管造影,MRIにて

病変の主産は肝門部からB4,B8の胆管内病変と

診断.

【入院後経過】上記検査より乳頭部癌の再発又

は胆管内発育型胆管癌と診断し肝右三区域切除を

予定 した.しかし,胆管造影施行後に肝膿癌およ

び左門脈血栓を形成 したため当初の予定を変更

し,左三区域切除を施行した.

【病理診断】当日供覧.

上記経過の通り,胆管空腸吻合部腺癌にて再発

か新たな胆管癌か診断に稚渋,また病変主座が肝

門部から中二区域中心にあり,かつ経過中に門脈

血栓により手術術式の選択に難渋した症例を里示

します.

SessionV 『術後管理 ･合併症』

16 治療に難渋した重症急性牌炎後巨大仮性嚢胞

の1例
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今回我々は,治療に難渋した巨大仮性嚢胞の 1

例を報告する.

症例は50代,男性,胆嚢結石を指摘 されてい

た.

【現病歴】平成 19年10月上腹部痛が出現 し救

急外来を受診した.胆石性輝炎の診断で入院,内

科的治療で輝炎は序々に改善したが,巨大な仮性

嚢胞を形成.嚢胞の縮小が認められず,炎症反応,

発熱も継続するため手術が施行された

E手術】腎嚢胞吻合,左側腹部嚢胞のチューブド

レナ-ジおよび胆嚢外療

【術後経過】聯頭部に仮性動脈痛を形成 し嚢胞

内に出血した.動脈塞栓術を行い止血,その後か

ら牌周囲の嚢胞は急速に縮小 した.しかし,骨盤

腔内嚢胞は縮小せず,透視下に ドレナージチュ-

ブを骨盤嚢胞内に誘導し留置,その後 ドレナ-ジ

良好となり嚢胞は消失した.嚢胞外癌はチューブ

洗浄にて排石を行い, ドレーン造影で結石の残存

がないことを確認し抜ました.

【まとめ】重症急性肺炎複巨大仮性嚢胞の治療

に難渋した1例を経験 したので報告する.

17 胆嚢癌HLPDの術後呼吸不全にシベレスタ

ットナ トリウムが有効であった1例
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症例は67歳,女性.閉塞性黄痘にて他院に入院


